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発  行
平塚らいてうの会
〒１１２⊖０００２
 東京都文京区
  小石川

５︲１０︲２０︲５Ｆ
 TEL・FAX

０３⊖３８１８⊖８６２６

５
月
２７
日
、
第
１９
回
ら
い
て
う
の
会
総
会
が
東
京
ウ
イ

メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
金
輪
き
み
子
事
務

局
長
よ
り
２
０
１
７
年
度
の
事
業
報
告
、
２
０
１
₈
年
度

事
業
計
画
が
提
案
さ
れ
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〇
１７
年
度
は
、「
平
塚
ら
い
て
う
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
が

１８
年
１
月
で
１
０
０
号
を
迎
え
記
念
号
を
発
行
し
、
あ
か

つ
き
印
刷
よ
り
賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
弥
生

美
術
館
「
命
短
し
恋
せ
よ

乙
女
展
」
に
博
史
宛
ら
い

て
う
書
簡
を
貸
し
出
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
グ
レ
ー

テ
ル
の
か
ま
ど
」
に
「
ら

い
て
う
さ
ん
の
ゴ
マ
じ
る

こ
」が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

ら
い
て
う
忌
は
、
春
秋

苑
と
茅
ケ
崎
を
訪
ね
る
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
し
た
。
ら
い
て
う
講
座

は
２
月
に
川
田
忠
明
さ
ん

を
講
師
に
「
女
性
が
つ
く

る
平
和
社
会
︱
核
兵
器
禁
止
条
約
を
中
心
に
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
紀
要
１０
号
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

１２
年
目
を
迎
え
た
ら
い
て
う
の
家
で
は
、
４
回
の
ら
い

て
う
講
座
、
２
回
の
森
の
講
座
と
冬
の
森
の
講
座
な
ど
多

彩
な
活
動
の
な
か
で
、
学
び
と
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し

た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
平
塚
ら
い
て
う
と
ら
い
て
う
の
家
」
が
完

成
し
、
ら
い
て
う
の
家
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「

家
」
の
前
の
太
陽
光
発
電
問
題
で
は
、
₉
月
に
地
域

づ
く
り
工
房
と
の
意
見
交
換
会
、
１１
月
に
太
陽
光
発
電
所

住
民
説
明
会
参
加
、
意
見
表
明
、
３
月
に
第
二
次
署
名

４
４
４
６
筆
を
環
境
省
（
長
野
自
然
環
境
事
務
所
）
に
提

出
し
、
Ｈ
Ｊ
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
郵
送
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
２
０
１
₈
年
度
は
、
太
陽
光
発
電
問
題
の
解
決
に
向

け
て
の
行
動
が
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
①
事
業
者

が
強
行
し
太
陽
光
発
電
設
置
の
申
請
書
を
出
し
た
ら
、
差

し
止
め
裁
判
を
行
う
、
②
事
業
者
が
撤
退
の
方
向
を
示
し

た
場
合
、
あ
ず
ま
や
高
原
の
環
境
を
破
壊
し
な
い
で
予
定

地
を
活
用
す
る
方
向
を
、
土
地
所
有
者
を
含
め
地
域
の
み

ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
、
全
国
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
手
を
組
ん
で
解
決
を

め
ざ
し
ま
す
。

６
月
に
は
ら
い
て
う
忌
記
念
講
演
会
を
行
い
、
紀
要
１１

号
は
、
７
月
発
行
予
定
で
す
。
ら
い
て
う
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
、ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
も
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

ら
い
て
う
の
家
の
今
年
の
企
画
展
示
は
、「
ら
い
て
う
と

博
史
」
で
、
画
家
博
史
の
遺
品
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
年
通
り
、「
ら
い
て
う
講
座
」、「
森
の
講
座
」、「
源

氏
物
語
講
座
」、「
昔
語
り
の
会
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

組
織
面
で
は
、
ら
い
て
う
の
家
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

「
ら
い
て
う
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
置
く
こ

と
、
財
政
の
安
定
の
た
め
に
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
申
請
に
向

け
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

気
候
変
動
の
顕
在
化
、
平
和
を
脅
か
す
力
な
ど
の
逆
風

に
対
し
て
、
ら
い
て
う
の
会
の
仲
間
を
ふ
や
し
、
会
の
力

を
つ
け
て
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。	

（
三
留
弥
生
）

今
年
度
役
員

会
長
・
米
田
佐
代
子　

副
会
長
・
井
上
美
穂
子
、
折
井
美

耶
子
、
小
林
明
子
、
杉
山
洋
子
、
花
岡
静
枝
、
堀
江
ゆ

り
、
三
留
弥
生　

事
務
局
長
・
金
輪
き
み
子　

理
事
・
青

木
俊
子
（
新
）、
飯
村
し
の
ぶ
、
植
草
充
代
、
北
澤
有
希

子
（
新
）、
木
村
見
江
、
久
野
泉
、
倉
橋
純
子
、
沓
掛
美

知
子
、
小
林
典
子
、
竹
花
み
い
子
（
新
）、
富
松
裕
子
、

藤
原
美
津
子
、
宮
下
昌
子
（
新
）、
山
田
繁
子
、
若
尾
伸

子　

監
事　

佐
久
間
由
美
子
、
中
嶋
保
枝

﹃
紀
要　

第
11
号
﹄　
　

₇
月
発
行

自
然
と
ら
い
て
う
（
折
井
美
耶
子
）
／
ら
い
て
う
と
ア
ニ

ミ
ズ
ム
（
奥
村
直
史
）
／
平
塚
ら
い
て
う
『
戦
後
日
記
』

（
１
₉
５
３
︱
６８
）
を
読
む
︱
『
湯
川
秀
樹
日
記
』
と
の

接
点
（
米
田
佐
代
子
）
／
地
域
・
風
土
に
見
合
っ
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
（
竹
盛
智
敬
）
／
講
演
記
録　

女
性
が

つ
く
る
平
和
社
会
（
川
田
忠
明
）	

頒
価
７
０
０
円

第
19
回
通
常
総
会
開
か
れ
る

 

太
陽
光
発
電
問
題
の
解
決
め
ざ
し
て
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総
会
後
、
学
習
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
米
田
会
長
の

「
原
発
反
対
の
立
場
か
ら
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
よ
い
こ

と
な
の
に
、
ら
い
て
う
の
家
の
前
の
太
陽
光
発
電
に
な
ぜ

反
対
？
と
い
う
声
が
あ
る
が
、
地
球
の
自
然
と
人
の
暮
し

を
破
壊
す
る
開
発
に
は
反
対
。
日
本
の
太
陽
光
発
電
政
策

は
営
利
主
義
を
拡
散
し
た
。
で
は
農
業
や
食
を
守
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
、
考
え
た
い
」
と
の
問
題
提
起
を

受
け
て
、
産
直
運
動
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
び
つ
け
た

実
践
活
動
を
進
め
る
講
師
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

竹
盛
さ
ん
の
お
話

原
発
を
な
く
し
て
い
く
に
は
自
分
た
ち
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
る
し
か
な
い
、
安
全
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

利
益
優
先
の
企
業
に
任
せ
て
い
た
の
で
は
生
ま
れ
な
い

と
、
２
０
１
２
年
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
を
視
察
、「
環
境
と
調

和
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
何
か
を
学
び
ま
し
た
。

〇
ド
イ
ツ
南
西
部
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
で
は
、
原
発
反

対
運
動
が
７
年
間
続
き
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
原
発

建
設
を
断
念
さ
せ
、
都
市
計
画
の
段
階
か
ら
省
エ
ネ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
山
か
ら
下

る
涼
し
い
風
が
町
を
通
り
抜
け
る
よ
う
に
街
路
が
設
計
さ

れ
、
家
の
ガ
ラ
ス
窓
は
三
重
に
改
築
、
風
力
発
電
５
基
、

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
２
基
、
小
水
力
発
電
４
基
、
ソ
ー
ラ
ー

温
水
器
は
１５
世
帯
が
備
え
付
け
、
こ
れ
ら
の
発
電
設
備
は

周
辺
地
域
の
市
民
の
出
資
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
ス
イ
ス
の
メ
ル
ヒ
ナ
ラ
村
で
は
、
木
質
チ
ッ
プ
や
太

陽
熱
温
水
器
の
普
及
に
、
消
費
者
か
ら
費
用
を
募
り
、
お

礼
に
地
元
特
産
チ
ー
ズ
を
届
け
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
生
産
者
と
消
費
者
が
力
を
合
わ
せ
、
食
料
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
「
地
産
地
消
」
で
と
い
う
新
し
い
地
域
お
こ
し
を

教
え
ら
れ
、
現
在
多
古
町
で
行
っ
て
い
る
市
民
発
電
「
わ

た
し
の
電
気
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

〇
多
古
町
で
は
、コ
メ
の
生
産
者
が
利
用
す
る「
コ
メ
の

共
同
乾
燥
施
設
」の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
、産
直

運
動
と
と
も
に
取
り
組
み
、
パ
ネ
ル
の
代
金
を
産
直
利
用

者
に
参
加
費
と
し
て
負
担
し
て
も
ら
い
、
野
菜
や
メ
ロ
ン

な
ど
産
直
品
を
１０
年
間
送
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。ま

た
隣
接
の
匝
瑳
市

に
あ
る
「
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
」と
は
、太

陽
光
パ
ネ
ル
の
下
で
農

業
を
行
う
地
域
環
境
保

全
型
経
営
で
す
。
幅
の

狭
い
パ
ネ
ル
の
下
に
太

陽
光
が
さ
し
こ
む
麦
畑

が
広
が
り
、
人
も
ト
ラ

ク
タ
ー
も
自
由
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
電
気
を
み
ん
な
が

買
う
こ
と
で
農
業
も
守
ろ
う
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

話
し
合
い
か
ら

〇
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
水
力
、
バ
イ
オ
な
ど
多
様
な

や
り
方
が
あ
る
。
地
球
環
境
、
地
域
、
自
然
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
考
え
、
地
域
の
経
済
を
豊
か
に
す
る
た
め
み
ん

な
で
考
え
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
お
話
は
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
質
疑
も
た
く
さ
ん
出
ま
し
た

が
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
廃
棄
の
処
理
シ
ス
テ
ム
が
業
者
任

せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
質
問
に
「
確

か
に
廃
棄
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
、
今
後
は

考
え
る
べ
き
」
と
い
う
お
答
え
が
あ
り
、
私
た
ち
の
心
配

が
当
た
っ
て
い
た
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

「
太
陽
光
発
電
計
画
白
紙
撤
回
」
運
動
の
新
た
な
動
き

昨
年
１１
月
２
日
、
Ｈ
Ｊ
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社

に
よ
る
説
明
会
で
「
地
域
づ
く
り
工
房
」
か
ら
「
自
主
簡

易
ア
セ
ス
中
間
評
価
書
案
」
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
「
ゼ
ロ
提
案
」
支
持
の
意
見
を
提
出
し
公
開
討
論
を

待
ち
ま
し
た
が
、
６
月
現
在
何
の
応
答
も
な
く
、
水
面
下

の
動
き
が
あ
る
の
で
は
、
と
警
戒
し
て
い
ま
す
。

第
１９
回
通
常
総
会
で
は
、「
計
画
の
白
紙
撤
回
と
同
時

に
あ
ず
ま
や
高
原
の
環
境
を
破
壊
し
な
い
で
活
用
す
る
方

向
を
、
土
地
所
有
者
を
含
め
地
域
の
み
ん
な
で
考
え
て
い

く
」
こ
と
を
提
案
、「
も
し
計
画
が
強
行
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
差
し
止
め
裁
判
を
行
う
」
方
針
を
確
認
し

ま
し
た
。
Ｈ
Ｊ
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
に
は
、
６

月
１
日
付
で
追
加
署
名
と
と
も
に
趣
旨
を
送
付
、「
野
沢

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
」
と
「
地
域
づ
く
り
工
房
」
に
も
文

書
送
付
し
ま
し
た
。
署
名
の
追
加
提
出
は
環
境
大
臣
宛
て

に
も
行
い
、
署
名
総
数
は
Ｈ
Ｊ
社
宛
て
４
５
２
３
筆
、
環

境
省
宛
て
４
５
５
０
筆
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
に
新
し
く

就
任
さ
れ
た
土
屋
陽
一
上
田
市
長
に
も
訴
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。	

（
米
田
佐
代
子
・
植
草
充
代
）

学
習
会
報
告

　

地
域
・
風
土
に
見
合
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　
　

―
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
多
古
町
の

　
　
　

事
例
か
ら
学
ぶ
「
持
続
可
能
な
社
会
」
―

千
葉
県
多
古
町
旬
の
味
産
直
セ
ン
タ
ー
総
合
産
直
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
盛　

智
敬
さ
ん
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母
性
保
護
論
争
か
ら
１
０
０
年
の
今
年
、
新
緑
に
囲
ま

れ
た
ら
い
て
う
の
家
で
、
５
月
１９
日
、
折
井
美
耶
子
副
会

長
に
よ
る
講
座
が
行
わ
れ
、
約
４０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

母
性
保
護
論
争
前
史

青
鞜
時
代
に
私
は
私
自
身
で
あ
る
、
性
を
超
越
し
た
存

在
で
あ
る
と
主
張
し
た
ら
い

て
う
は
、
出
産
後
、
文
筆
の

仕
事
と
母
性
と
の
矛
盾
を
体

験
し
、
母
性
保
護
を
主
張
す

る
エ
レ
ン
・
ケ
イ
の
影
響
を

受
け
、
母
性
は
私
ご
と
で
は

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

一
方
、
１０
人
の
子
ど
も
を

産
み
な
が
ら
精
力
的
に
執
筆

を
続
け
る
与
謝
野
晶
子
は
１
₉
１
６
年
、「
独
立
自
営
の

女
と
し
て
生
き
よ
う
」
と
主
張
し
ま
す
。
ら
い
て
う
は

「
国
家
（
社
会
）
の
保
護
な
く
し
て
母
性
の
独
立
は
あ
り

え
な
い
」
と
応
え
ま
す
。
二
人
の
論
に
、
青
山
菊
栄
（
の

ち
の
山
川
菊
栄
）
は
「
母
性
保
護
と
経
済
的
独
立
は
ど
ち

ら
も
必
要
だ
が
、
現
体
制
の
変
革
な
く
し
て
は
無
理
」
と

返
し
ま
す
。

母
性
保
護
論
争

こ
の
論
争
前
史
を
受
け
、
１
₉
１
₈
年
か
ら
１９
年
に
か

け
て
『
婦
人
公
論
』
や
『
太
陽
』
誌
上
で
晶
子
、
ら
い
て

う
、
山
田
わ
か
、
山
川
菊
栄
に
よ
る
母
性
保
護
論
争
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

母
性
保
護
に
反
対
す
る
晶
子
は
「
男
も
女
も
⋮
経
済
上

の
保
障
が
⋮
得
ら
れ
る
確
信
が
あ
り
、
⋮
財
力
が
既
に
⋮

貯
え
ら
れ
て
居
る
の
を
待
っ
て
結
婚
し
且
つ
分
娩
す
べ

き
」
と
、
女
子
の
徹
底
し
た
独
立
を
主
張
し
ま
す
。
一

方
、
山
田
わ
か
は
、
家
庭
第
一
主
義
を
唱
え
ま
す
。
ら
い

て
う
は
「
母
の
経
済
的
独
立
と
い
ふ
こ
と
は
余
程
特
殊
な

労
働
能
力
あ
る
者
の
ほ
か
は
全
然
不
可
能
な
こ
と
だ
と
し

か
私
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
主
張
し
ま
す
。

経
済
的
独
立
を
訴
え
る
晶
子
に
対
し
て
、
ら
い
て
う
は

「
母
は
生
命
の
源
泉
」「
母
性
を
保
護
す
る
こ
と
は
⋮
全

人
類
の
将
来
の
た
め
に
必
要
」
と
主
張
し
ま
す
。
山
川
菊

栄
は
社
会
主
義
の
立
場
か
ら
国
家
の
基
礎
は
家
族
制
度
に

あ
る
と
は
愚
論
で
あ
る
と
、
晶
子
と
ら
い
て
う
の
論
を
否

定
し
ま
す
。

こ
う
し
た
女
性
た
ち
に
よ
る
論
争
に
男
性
に
よ
る
家
事

・
育
児
が
全
く
出
て
こ
な
い
こ
と
が
こ
の
時
代
の
特
徴
で

あ
る
と
、
折
井
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。

論
争
か
ら
行
動
へ

論
争
後
、
女
性
た
ち
は
実
際
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
き

ま
す
。
ら
い
て
う
は
市
川
房
枝
と
と
も
に
１
₉
１
₉
年
に

新
婦
人
協
会
を
結
成
し
、
晶
子
は
女
子
教
育
の
た
め
２１
年

に
文
化
学
院
の
学
監
に
就
任
し
ま
す
。
同
年
、
山
川
菊
栄

は
社
会
主
義
に
よ
る
女
性
の
解
放
を
め
ざ
す
赤
瀾
会
を
結

成
し
、
戦
後
は
初
代
婦
人
少
年
局
長
に
就
任
し
ま
す
。
山

田
わ
か
は
３４
年
に
母
性
保
護
連
盟
を
結
成
し
ま
す
。

長
野
県
で
は
先
進
的
に
女
教
員
産
休
規
定
が
１
₉
０
₈

年
に
制
定
さ
れ
、
２２
年
に
は
文
部
省
が
女
教
員
産
前
産
後

休
養
に
関
す
る
訓
令
を
出
し
ま
し
た
。

戦
後
、労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
、産
前
・
産
後
休
暇
、育

児
時
間
、
生
理
休
暇
な
ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
８５
年

の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
制
定
に
あ
た
っ
て
母
性
保
護
規

定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９７
年
に
は
均
等
法
が
改

正
さ
れ
、
女
性
の
時
間
外
・
休
日
労
働
の
規
定
、
深
夜
業

の
禁
止
規
定
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
に
、
今
も
母
性
は
尊
重
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
、「
セ
ク
ハ
ラ
罪
は
な
い
」
と
い
っ
た
発

言
を
許
さ
な
い
世
の
中
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
折
井
さ

ん
は
訴
え
ま
す
。

日
本
の
婦
人
参
政
権
は
か
ち
と
っ
た
も
の

ま
た
、
婦
人
参
政
権
は
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
政

策
で
実
現
し
た
と
い
う
通
説
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
こ
と

に
、
折
井
さ
ん
は
苦
言
を
呈
し
ま
す
。
４５
年
₈
月
に
市
川

房
枝
の
呼
び
か
け
で
戦
後
対
策
婦
人
委
員
会
が
結
成
さ

れ
、
政
府
に
婦
人
参
政
権
の
要
望
を
提
出
し
、
１０
月
に
幣

原
内
閣
は
婦
人
参
政
権
に
関
す
る
閣
議
決
定
を
し
ま
す
。

「
戦
前
か
ら
の
運
動
が
実
っ
て
、
日
本
婦
人
が
参
政
権
を

得
た
事
実
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
市
川
さ
ん
は
亡
く
な

る
一
年
前
に
語
っ
て
お
り
遺
言
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す

と
折
井
さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

お
話
の
後
、
会
場
か
ら
は
次
々
と
感
想
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
第
１
回
衆
議
院
選
挙
で
投
票
さ
れ
た
と
い
う
９３

歳
の
方
は
、
軍
国
主
義
教
育
を
受
け
た
者
と
し
て
考
え
方

を
変
え
て
い
く
こ
と
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
辰
野
町
で
ら
い
て
う
の
勉
強
会
を
₈
年
間
行
っ
て
い

る
方
々
は
、
自
伝
を
読
む
こ
と
で
近
現
代
史
が
理
解
で
き

た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
少
年
少
女
の
た
め
の
政
治
塾
」

を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
参
加
者
に
、
折
井
さ
ん
は
「
教

育
の
な
か
で
き
ち
ん
と
政
治
を
教
え
な
い
こ
と
は
問
題
で

あ
り
、
政
治
塾
に
期
待
し
た
い
」
と
応
え
て
、
講
座
は
終

わ
り
ま
し
た
。	

（
飯
村
し
の
ぶ
）

ら
い
て
う
講
座　

母
性
保
護
論
争
と
現
代
の
課
題
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２
０
１
８
年　

ら
い
て
う
の
家
オ
ー
プ
ン

４
月
２８
日
（
土
）
に
今
年
度
の
「
家
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

好
天
に
恵

ま
れ
、
大

勢
の
方
が

参
加
し
て

下
さ
い
ま

し
た
。
今

年
は
発
足

１０
年
目
と

い
う
上
田

調
停
協
会

合
唱
団

「
は
ー
も

に
ー
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。
混
声
の
絶

妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
息
も
ぴ
っ
た
り
で
、
ス
テ
キ
な

３０
分
の
演
奏
で
し
た
。
童
謡
か
ら
夏
の
歌
、
歌
謡
曲
ま
で

ジ
ャ
ン
ル
の
広
い
演
奏
が
楽
し
め
ま
し
た
。

恒
例
の
お
茶
会
も
盛
会
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
、
準
備
が
大
変
な
中
、
快
く
お
点
前
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
用
意
し
た
お
菓
子
は
、
好
評
の
内
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
床
の
間
に
飾
ら
れ
た
「
ク
マ
ガ
イ
草
」
の
凛

と
し
た
佇
ま
い
が
印
象
的
で
し
た
。
季
節
に
合
わ
せ
て
お

持
ち
に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
と
、
お
客
様
に
こ
の
花
の
心
を

如
何
に
伝
え
る
べ
き
か
生
け
方
に
苦
心
さ
れ
て
い
た
先
生

の
お
姿
が
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

【
事
務
局
日
誌
】

４
月
１０
日　

第
５
回
常
任
理
事
会

４
月
１９
日　

奧
村
明
史
さ
ん
遺
品
寄
贈
の
た
め
来
局

	

紀
要
編
集
会
議

４
月
２２
日　

ら
い
て
う
の
家
大
掃
除
・
オ
ー
プ
ン
準
備

４
月
２３
・
２４
日　

ら
い
て
う
の
家
展
示
準
備

４
月
２５
日　

『
東
信
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
が
取
材
に
来
館

４
月
２６
日　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
平
塚
ら
い
て
う
と
ら
い
て
う
の

家
」
編
集
会
議

４
月
２８
日　

ら
い
て
う
の
家
オ
ー
プ
ン
参
加
者
６０
名

５
月
１０
日　

薬
草
の
森
り
ん
ど
う
開
山
式
に
出
席

５
月
１５
日　

第
７
回
理
事
会
・
紀
要
編
集
会
議

５
月
１７
日　

２
０
１
７
年
度
会
計
監
査
を
受
け
る

５
月
１９
日　

ら
い
て
う
講
座
「
母
性
保
護
論
争
と
現
代
の

課
題
」
折
井
美
耶
子
副
会
長
（
於
ら
い
て
う

の
家
）

	

あ
ず
ま
や
高
原
別
荘
自
治
会
総
会
出
席

５
月
２７
日　

第
１９
回
通
常
総
会
（
於
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ
）・
第
１
回
理
事
会

	

学
習
会
「
地
域
・
風
土
に
見
合
う
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
は
」
竹
盛
智
敬
さ
ん

６
月
１
日　

太
陽
光
発
電
計
画
白
紙
撤
回
署
名
、
不
認
可

要
請
署
名
を
追
加
提
出

６
月
１０
日　

ら
い
て
う
忌
講
演
会
「
改
憲
の
動
き
と
家
族

・
国
家
」
山
口
智
美
さ
ん
（
於
東
京
ウ
イ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
）

６
月
２１
日　

第
２
回
理
事
会

今
年
の
「
家
」
の
展
示
の
テ
ー
マ
は
、「
ら
い
て
う
ー

愛
と
平
和
の
８５
年
」
と
い
う
こ
と
で
、
更
に
充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
ら
い
て
う
の
、
女
性
と
し
て
人
間
と

し
て
の
ま
た
、
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
平
和
を
目
指
し

た
様
子
が
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

昼
食
に
は
、
地
元
の
方
々
が
自
慢
の
腕
で
、
山
野
菜
を

天
ぷ
ら
、
煮
物
、
あ
え
物
と
沢
山
に
用
意
し
て
下
さ
り
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
御
馳
走
様
で
し
た
。

米
田
会
長
か
ら
は
、
今
年
度
の
方
針
と
計
画
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
問
題
の
現
状
を
説
明

し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
進
展
は
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
５
月
２７
日
の
特
別
学
習
会
で
新
た
な
具
体
策
が
見
つ

か
る
と
い
い
の
で
す
が
、
更
に
運
動
を
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
残
雪
も
な
く
、
春
が
早
く
到
来
し
ま
し
た
。
蕨

や
蕗
も
例
年
に
な
く
早
く
芽
を
出
し
て
い
ま
す
。
タ
ラ
の

芽
は
、
す
っ
か
り
頭
を
刈
り
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
面
の

小
さ
な
花
々
が
可
愛
ら
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。「
家
」

も
来
館
者
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
大

勢
の
方
が
見
学
に
来
ら
れ
る
よ
う
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
働

き
、
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。	

（
沓
掛
美
知
子
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
平
塚
ら
い
て
う
と
ら
い
て
う
の
家
」
完
成

ら
い
て
う
の
家
に
来
ら
れ
た
方
に
短
時
間
で
見
て
い
た

だ
け
る
物
を
作
ろ
う
と
一
昨
年
か
ら
取
り
組
み
、
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
平
塚
ら
い
て
う
の
生
涯
と
ら
い
て
う
の
家

建
設
の
様
子
が
１０
分
間
の
映
像
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
図
書
室
で
視
聴
で
き
ま
す
。

「
家
」
に
い
ら
し
て
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

訃
報　

理
事
と
し
て
力
を
尽
く
さ
れ
た
関
町
好
子
さ
ん
が

３
月
１２
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


